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バナナセセリ剛o"ofafo川ｓＥｖａｎｓの生態に

関する二、三の知見

比嘉俊昭※・宜野座猛※・座喜味盛男※

ToshiakiHIGATakeshiGINOZA，ａｎｄＭｏｒｉｏＺＡＫＩＭＩ：

BiologicalstudiesontheBananaskipper，Ｅγjlo"o/αノorzｲｓＥｖａｎｓｉｎＯｋｉｎａｗａ

沖縄県農業試験場病虫研究室の伊藤嘉照博士および照屋

匡氏に厚くお礼申し上げろ．
はじめに

パナナセセリＥγ伽Ｏｔａノoγ"ｓＥｖａｎｓは1971年６月

29日，沖縄本島中部北谷村謝苅で発見された．本種はホ

ンコン以南の東南アジア大陸に分布しており，南方系の

チョウがどのような方法で侵入してきたか疑問の点が多

く，当時は迷蝶として取り扱われていたが，その後，

1972年８月には沖縄本島中部を中心に多数の個体が

発生し，バナナの葉を加害するようになった（長嶺

1973)．

1973年１月には分布地域を北は金武村伊芸，恩納村山

田，南は南風原村宮城まで拡げ，中部の北谷村，北中城

村では被害が著しく，はなはだしいものはバナナの葉身

が全部食害され中肋のみを残すのもあったという（照星

ら1973)．その後バナナセセリは重要な害虫として認め

られた．1973年10月には南部全域と北部の一部（田井

等）でも発生が見られたという報告もある．

本種はふ化すると同時にバナナの葉を切り裂き，巻い

て巣をつくり，そこを中心に巣のまわりの葉を摂食し，

１令から３令までは食害量もわずかで目立たず，終令

（図１）になると中肋にまで葉を切り込み（図２），摂

食量も増大し，被害も大きくなる（図３）．沖縄本島で

はバナナ（ｊＷｓａｐαγα`Mzcα）の品種（小笠原種，仙

人種）とイトバショウ（Ｍ・ノノ"腕"e"sｉｓ）が栽培されて

おり，防除の確立が急がれている．

筆者らはパナナセセリの生活史を詳しく知るために，

１）生息分布，２）成虫の行動，３）温度別発育所要日

数，４）卵の発生消長，５）生命表，６）天敵の観察を

行った．

本研究をすすめるにあたり終始御指導下さった琉球大

学農学部昆虫学教室の高良鉄夫教授，東清二助教授，屋

富祖昌子助手，採集及び調査に御協力下さった琉球大学

植物病理学研究室の方々や病理昆虫クラブ員の方々，さ

らに生命表の作成や分布の調査に関して御指導下さった

Ｉ沖縄本島内での分布状況

１）調査方法

1973年１月には北部の一部まで侵入したという報告が

あったため，先の調査で侵入の報告がまだなされてない

地域について1974年の10月27,28日に８人で第１回目の

調査を行ったＪ調査に際しては車を使用し，調査は各市

町村の大きなバナナ畑（〃．ｐαγαdjsiczcα）とイトバシ

ョウを調べた．第２回目は同年の11月17日に４人で前回

と同様に車を使用して行った．

２）調査結果

バナナセセリは国頭村の奥を除いて北部全域で見つか

った．根路銘，富如嘉ではイトパシヨウの群落で終令幼

虫の巻き巣葉がかなり観察された．辺土においては幼虫

が１頭しか見当たらず，奥においては１頭の幼虫さえも

みることはできなかった．また松田，湧川では仙人種に

かなりの若令幼虫の巻き巣葉が見られ，その他はほとん

ど小笠原種についていた．この結果を図４に示す．

５）考察

辺土，奥においてはバショウ類の群落がかなりあるに

もかかわらず，辺土では幼虫が１頭しか見あたらず，奥

では１頭の幼虫さえも見あたらなかった．このことから

して辺土への侵入は比較的最近と思､われる．これでバナ

ナセセリは北谷村を出発してわずか３か年余りで沖縄本

島全域に分布を拡げたことになる．本虫の分布拡大の要

因には，①９月下旬から11月中旬にかけての世代の成虫

生存率の高いこと，②温度が高くなるにつれて発育所要

日数が短くなるために年間の世代数が多くなることなど

であろう．さらに分散力もあげられるがマーキング法に
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1叉ｌ４１ｉ１Ｉ１縄本島内での分布拡大総過状況

よって調べた結果，飛翔施囲は短い距離であり，台風な

ど他の影響も考えられろ．

11月19日までの毎日，１８時から19時にかけて行った．１

回目（11月２日）と２回目（11月３日）はＡ地点（図

５）で，３回目（11月５日）から７回目（11月９日）ま

ではＢ地点で放飼した．再捕鍵のための調査地ﾉﾊ(は，１１

月３日が①，②，③，④，⑤，⑦地点，１１月４日が①，

②，③，④，⑤，⑦，③地点，１１月５，６，７日が①，

②，③，④，⑤，③地点，１１月８，９日が①，②，③，

④，③，⑥，⑦地点であった．③地点については11月

４，５，６日のいずれの日もとれなかったため11月７日

以降は除外した．１１月１０，１１，１２，１３日が③，④，⑤，

⑥⑦地点，①，②地点は11月８，９日のいずれの日も

とれなかったため除外した．１１月15,16日が④，⑤，⑥

地点，１１月１７，１８，１９日が④，⑤地点であった．

１．成虫の行動

１．分散について

１）調査方法

８月の予備調査では49頭放飼し，再捕獲率が４１％と

かなり低い値であったため，本調査では雌72頭，雄104

頭の合計176頭とした．マーキングの方法は成虫の前翅

にある４個の斑紋に油性マジックインク（赤・黒・青・

緑）で個体別にマークして，その羽化日を記録した．放

飼は11月４日を除いて11月２日から11月９日まで毎日，

１日１回として，合計７回にわたって，１９時15分項行っ

た．なお１回目の放飼は36頭でそのうち10月29日６頭，

10月30日15頭，１０月31日12頭が羽化した`成虫で，これは

全放飼数の19.3％であった．２日目以降はその前日とそ

の日に羽化したものを放飼した．再捕獲は11月３日から

２）調査結果

放飼後の日数と放飼地点からの距離は表１に示す．放

飼地点から再捕獲地点までの距離は最長が180腕，最短

が20"z地点であった．再捕獲されたほとんどの個体が2０
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図５放飼地点付近の見取図（佐敷村）

表１成虫の移動距離
は雄はゆるやかな下降線を，雌は起伏の大きい下降線を

描いた．７日目から10日目にかけて雌雄ともゆるやかな

上昇線をたどり，10日目から12日目にかけて雌雄ともゆ

るやかな下降線をたどる．全体で二山型の折れ線グラフ

になった．再捕獲された個体数は34頭で，雌17頭，雄１７

頭でそれぞれ供試雌，供試雄数の23.6％，16.3％であっ

た．同一個体の再捕狸された頻度は図８に示す．１回再

捕獲された個体数が雌雄とも12頭，２回再捕獲された個

体数は雌４頭，雄３頭で急激におち込んだ．３回再捕獲

された個体数は雌雄とも２砿，４回再捕獲された個体数

は雌1頭のみであった．

放飼地点からの距離放飼後

の日数 2Ｍ以内|州地点|鮒 |職
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5）考察
３

表１によるとバナナセセリは再捕獲数のほとんどが２０

加，４０"z地点で再捕獲されていることから個体の分散が

少ないと,思われる．また７日目に1頭も再捕獲されなか

った原因の一つに1回目に放飼した36頭のうち羽化日の

早かった個体の寿命の影響があったと思われろ．全体的

に再捕率が下降していくのはその後の成虫の寿命とわず

かながら調査区域外への分散があるのではないかと考え

られろ．これは図７のグラフにおいても１回再捕獲され

た個体数が多いのに対して２回再捕獲されるものが急激

に少なくなることからも考えられろ．雌雄別ではわずか

１

再捕率9'6１４４．４１５１．９ 3.7

〃，４Ｍz地点でとれ，それぞれ再捕獲された総個体数の

44.4％，51.9％にあたり，わずか２個体だけが140〃2,

180”地点でとれ，それぞれ1.9％であった．

雌雄別による分散は図６に示す．初日から７日目まで
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に雄が雌より分散していろと思われろ．なおマーキング

された個体は野外の個体より捕虫網で捕獲されやすかっ

た．今後のマーキングのあり方が検討されろ．

２成虫の習性に関する観察

１）観察方法

羽化状況は室内で調べ，野外においては成虫の活動時

刻，吸蜜行動，産卵習性を佐敷村と玉城村のバナナ畑で

夜明け前と夕方に随時観察した．

2）観察結果

本虫は羽化後９ないし12分で翅が完全に伸び，その日

の日没後か，あるいは翌日の夜明け前頃に飛びたって行

く．本虫は日中はほとんど風当りの弱い薄暗いバナナの

木の影で休息し，日没後15ないし45分と夜明け前の数十

分頃に活動する薄暮活動性で，吸蜜もこの時間帯に行

う．吸蜜は小笠原種，仙人種，イトバショウなどで見ら

れ，主にそれらの雄花の一つ一つに口器を入れて吸密し

ているのが見られた．これら以外の他の花で吸蜜するの

はまだ観察されていない．従って本虫は狭食性であろう

と推測される．交尾はまだ一度も観察されていないが，

脈
１２３４回

図７再捕獲の頻度
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おそらく夜間にするのではないかと思われろ．産卵習性

は一卵ずつていねいに産下し，バナナの葉，仮茎，枯葉

などに産みつけろ．卵塊は１ないし４個のものから数十

個のものまであった．

表２各温度における孵化数、未受精卵数、

及び羽化数

愚’ 調査卵数|孵化数|蕊精|羽化数

20゜C

25oC

30oC

室温

卵
閉
認
師

８
３
３
４

３
３
５
４

８
０
８
４

３
３
４
４

０
３
５
０

Ⅲ、温度別発育所要曰数

１）材料及び方法

採卵は，野外で採集した成熟雌を，糖蜜を与え充分休

息させた後，バナナの葉といっしょに，縦33醜，横４２

噸，高さ63cMilの飼育箱に入れて行った．飼育箱の内側の

壁にバナナの葉をピンではりつけておき，それに産卵さ

せた．この葉は本種の産卵が夕方行われるため日光をさ

えぎる効果も兼ねた．

産卵後，直ちにその卵をバナナの葉といっしょに切り

とり，ろ紙をしいた直径９噸のシャーレに入れ，２０°Ｃ，

25.Ｃ，３０°Ｃの各定温器内と実験室内において飼育を行

った．

ふ化した幼虫は１ないし８個体ずつそれぞれろ紙をし

いた直径９“のシャーレに入れた．この場合，本種の幼

虫は上方へ行く習性があり，若令においては，シャーレ

のブタの合わせ目から逃亡するおそれがあるので，それ

を防ぐためシャーレ（のふたと身）を逆さにしておい

た．

蝿化後，シャーレ内においては完全に羽化し得ないの

で，飼育ポットに移した．

観察は毎日行い，バナナの葉はそのつど新鮮なものと

取り換えた．

定温器の点灯は各温度とも午前８時で，消灯は２０°Ｃ

が午後７時30分，２５°Ｃ，３０°Ｃは午後８時とした．

定温器内における乾燥を防ぐため，定温器の底に水を

入れた解剖皿をおき，シャーレの中のろ紙も湿らしてお

いた．

脱皮殻の頭幅，頭長は１令から４令までをノギス

（1/20繩まで測定可）で測定した．

くし，その後葉を巻いて摂食する．１令幼虫の頭部は黒

色で体は卵黄色，頭巾は胴部の巾よりも大きい．２令以

後は体を白色粉状物で覆い，脱皮直前になるとその量は

極めて多くなる．終令幼虫は前蛎期を経て蝿化する．

各発育段階における発育所要日数は表３の通りであっ

た．

卵期間は20°Ｃ，２５°Ｃ，３０°Ｃにおいてそれぞれ12日，

6.9日，6.0日，幼虫期間は40.5日，２５．６日，２４．９日であ

った．前踊期間は20°Ｃで４．１日，その他の温度では全て

１日であった．踊期間は20°Ｃ，２５°Ｃ，３０°Ｃにおいて，

それぞれ25.0日，１４．７日，１２．８日であった．

以上のとおり，２０°Ｃ，２５°Ｃ，３０°Ｃと温度が高くなる

につれて，卵期，幼虫期，踊期のそれぞれの発育所要日

数は短かくなった．これをグラフに表わすと図８のよう

になる．

このグラフから，卵期間，幼虫期間，鋪期間は25°Ｃ，

30°Ｃにおいてはそれほどの差はない．それに比べて２０

°Ｃでは卵期，幼虫期，踊期のそれぞれの発育所要日数が

著しく長くなっていろ．室温において卵期，幼虫期，蛎

期の発育所要日数は２５°Ｃ，３０°Ｃよりも長くなった（１１

月から飼育を開始したため実験室内の温度が25°Ｃ以下

になったためと思われる）．

各温度における卵から羽化までの発育所要日数は２０

°Ｃが最長94日，最短67日，平均81.6日，２５°Ｃが最長６０

日，最短38日，平均478日，３０°Ｃが最長50日，最短３１

日，平均44.7日，室温が最長68日，最短47日，平均56.2

日であった．それらのことから卵，幼虫，踊期の発育零

点はそれ;ぞうれ2.9°Ｃ，11.4.Ｃ，14.1°Ｃとなる．また発育

積算温度は，それぞれほぼ205日度，348日度，１７２日度

となる．なお30°Ｃにおいて発育日数が25°Ｃのそれとそ

う差がないことから高温障害のあることが考えられる．

１令から４令までの頭巾，頭長は表４の通りであっ

た．この表から頭巾，頭長の大きさは温度による差はほ

とんどみられない．わずかに２令において20°Ｃ，２５°Ｃ，

２）実験結果

各温度における調査卵数，ふ化数，未受精卵数，及び

羽化数は表２の通りであった．各温度における供試卵は

それ寒鎚ｄ雌から産卵されたものである．

卵の大きさは直径約1.9噸で，産卵直後は淡黄色を呈

し，その後２ないし３日頃から卵の頂部が鮮やかな赤色

を呈してくる．ふ化直前になると，卵殻は透明になり，

卵の頂部から黒色の幼虫頭部が透き通って見えるように

なる．ふ化した１令幼虫は最初に卵殻をほとんど食いつ
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表３各ステージの温度別経過日数

卵’１令’２令’３令’４令’５令｜前蛎’蝿

最長
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平均
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２
２

１
１
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７

５
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１
１
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最
最
平

長
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均
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６

４

４．５

６

４
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表４各令期の頭幅頭長

令
～

一“ 令 令

〈わ 令２１ ３
～

幅
長

頭
頭

１．４８±０．０６３

１．７７±０．０６

１．１７±０．２６

１．２５±０．２２

２．０７±0.075

２．４５±０．１６

2.88±１．２１

３．５６±０．０１

２０°Ｃ

幅
長

１．５０士0.041

1.73±０．０６

頭
頭

１．１７士０．２７

１．２７±０．１５８

２．０１±０．０８

２．５５±０．０９

２．８５±０．１１

３．６±０．０５２

２５°Ｃ

幅

長

１．４８±０．０５５

１．６９±０．０５５

頭
頭

１．１１士０．０５２

１．２２±０．０３５

２．１１±０．０６

２．４５±０．１３

２．８８±０．０８７

３．６５±0.748

３０℃

幅
長

1.47±０．０３２

１．６８±０．０３６

頭
頭

１．１８±０．０３７

１．２８±０．０３５

浦
温

２．１４±０．０９４

２．２５±０．０７１

２．９５±0.084

３．７２±０．１１４

30°Ｃと温度が高くなるにつれて頭長が短かくなってい

ろ.しかし，このような傾向はその他の令ではみられな

い．

本実験において病気による死亡が多かった．病死は若

令幼虫においてはほとんどなく，３令から終令に多かっ

た．また，シャーレ内における個体数が多いほど病死は

多かった．

よそ５回であると推察される．

各令期の頭巾，蚊長の大きさは，温度による影響はほ

とんどない．わずかに２令において温度が高くなるにつ

れて頭長が短くなっていろ．しかし３令では回復してお

り，さらに各令期の頭巾，頭長の値はDyar，ｓＬａｗ

(Ｉｍｍｓ・ＡＤ１９６０）に一致する．従って，頭巾，頭長

の大きさは温度，日数に左右されていないといえる．ま

た，２令においてわずかに差があったのは摂食量やその

他の要因の影響によるものだと思われろ．

本実験において病気による死亡が多かった．これは実

験の操作ミスにより病気が次つぎと伝染したためと思わ

れろ．

３）考察

発育所要日数は30°Ｃ，２５°Ｃ，２０°Ｃと温度が低くなる

につれて長くなり，３０°Ｃと25°Ｃではそれほどの差はな

いが，２０°Ｃにおいて著しく長くなっていろ．このこと

は，温度が25°Ｃより低くなると本種の発育所要日数に

及ぼす影響が極めて大きくなることを意味する．

各発育段階における発育所要日数の20.Ｃの25°Ｃに対

する比は，卵期が1.74,幼虫期が1.58,蝿期が1.70で，

卵期が最も大きく，次いで蝿期，幼虫期の順になる．こ

のことは25°Ｃから20°Ｃに下がった場合に発育所要日数

に及ぼす温度の影響が卵期に最も大きく，次いで岫期，

幼虫期の順であることを示している．また２５°Ｃの30°Ｃ

に対する比は，卵期が1.15,幼虫期が1.03,蛎期が1.15

であり，これも卵期と踊期は幼虫期に比べて温度による

影響が大きいことを示していろ．以上のことから，発育

所要日数に及ぼす温度の影響は幼虫期よりも卵期と蝿期

における方が大きいと考えられろ．

各温度における卵から羽化までの発育所要日数は２０

°Ｃが81.6日，25.Ｃが47.8日，３０°Ｃが44.7日である．こ

れらのことから，本種の沖縄における年間の世代数はお

Ⅳ、卵の発生消長

１）調査場所及び方法

調査は知念村山里，中城村奥間，北谷村謝苅の三か所

の農家のバナナ畑を使用させていただいた（図９，１０，

１１）．

知念村の圃場は約60株のバナナからなり，仮茎の高さ

は約1.5から２．０腕で面積は約270派であった．この圃場

は西側の道路より約1.5”低い西向きの傾斜地となって

いろ．また，東側はサトウキビ畑と民家で，南側には２

から３腕の高さの雑木が約10本あり，北側はススキ原と

なっていた．この圃場の東方約50〃の所には２か所のバ

ナナ畑があった（図９）．

中城村の圃場は約80株のバナナからなり，仮茎の高さ

は約1.5から２５腕で面積は約300〃であった．そこは，
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した．調査は１週間に１回行うこととし，中城村と北谷

村は1974年５月16日から1975年２月27日までの間，知念

村は同じく７月３日から２月26日までの間に行った．圃

場においては農薬を散布しないこととした．

北側の道路より約３”低い南向きのゆるい傾斜地とな

り，その周囲に民家があった．また，その南方約200”

から300"の所に小さなバナナ畑が数か所あり，北方約

15腕の所には約10株のバナナ畑があった（園10)．

北谷村の圃場は約50株のバナナからなり，仮茎の高さ

は約1.5から2.0”で面積は約120噸であった．周囲は野

菜畑で，南側と西側には小さな丘があり，その圃場の約

5Ｍz西方に約20株，北方約20腕の所に約10株のバナナ畑

があった（図11)．

以上の３か所の圃場において，バナナクキゾウムシの

食害やバナナ萎縮病，バナナ斑葉病に侵されていない健

全茎で，着果は結実してなく，仮茎の高さが約1.5から

２．０７１０のもののうち30株をランダムに選定し，番号を付

し，卵数の調査を行った．調査は３人で分担して行っ

た．特に高い仮茎のものは1.5"の脚立を利用して調査

２）調査結果

各調査地における卵の発生消長は図]３，１４，１５に示す

通りである．知念村は７月以後卵の発生がしだいに多く

なり，１０月下旬から11月中旬に最大のピークとなり，

その時の最大の卵数は３６個でそれ以後減少していろ

（図12)．中城村では５月から７月上旬まで卵の発生は

みられず，７月中旬からしだいに発生して，１０月下旬か

ら11月中旬に最大のピークがあり，その時の最大の卵数

は44個である．それ以後は減少しているが，知念村より

減少の割合が低い（図13)．北谷村でも５月から７月上

6０
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０

４
２

の
、
、
①
岩
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Fig.１２SeasonaloccurrenceofeggsinBananafield、Ｓｈｏｗｉｎｇｂｙｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆ

ｅｇｇｓｆｏｕｎｄｏn30plantsatChinen-sonOkinawa，1974～1975.
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Fig.13SeasonaloccurrenceofeggsmBananafield・Showingbythenumberof
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最大のピークになり，その時の最大の卵数は69個であっ

た．それ以後は急にみられなくなった（図14)．

旬まで発生がみられず，７月中旬から発生がみられ，そ

の後連続してしだいに増加し，１０月下旬から11月中旬に

０
０

６
４

ｍ
ｍ
、
①
］
。
』
①
Ｐ
戸
冨
づ
窟

2０

０

1６３０１３２７１１２５８２２５１９３１７３１１４２８１２２６９２３６２０

May・ Ｊｕｎ ＪｕＬＡｕｇ、 ＳｅＰ ＯｃＬＮｏｖ．Dec・ Jan Feh

Date

Fig14SeasonaloccurrenceofegginBananafield・Ｓｈｏｗｉｎｇｂｙｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆ
ｅｇｇｓｆｏｕｎｄｏn30plantsatChatan-sonOkinawa，1974～1975.

３か所あった．

第１回目の調査は玉城村港川付近で1974年９月22日と

９月23日に採集した合計16頭の雌の成虫をバナナの展開

葉とともに飼育箱に入れておき，９月25日に産下した

139個の卵を用いた．調査地では30株のバナナから７株

選定しホッチギスで卵のついた葉をセットして各株に番

･号を付した．第２回目も同様に玉城村港川付近で1974年

11月３日に採集した15頭の雌の成虫を飼育箱に入れて，

11月５日に産下した152個の卵を，第２回目の調査地の

20株のバナナから９株選定してその葉にホッチギスでセ

ットして，各株に番号を付した．以上の方法でセットし

たものについてその個体数の変化を２人で毎日調査し

た．調査地においては農薬の散布をしないこととした．

以上３か所の調査結果から，共通していえることは，

バナナセセリの卵は７月頃から多くなり，１０月下旬から

11月中旬に最大のピークをむかえ，その後減少していく

一山型の発生消長である．なお，知念村において７月３

日に卵数が多くなっているが，これは１卵塊34個と27個

のものが確認されたためであり，１卵塊の卵数が極めて

多量であったことによるもので，むしろ偶発的であった

と思われろ．また，７月から10月中旬に卵数にいくつか

の増減がみられるが，それは世代の交代と，７月４日と

８月24日の台風の影響だと考えられる．

Ｖ・生存曲線

１）調査場所及び方法

調査は佐敷村新里の農家のバナナ畑の２か所を使用さ

せていただいた（図15,16)．第１回目の調査地には仮

茎の高さが約１から１．５”のバナナが，Ｍｚ間隔で30株

あり，展開葉は４から７枚で面積は約200㎡であった．

この圃場の西側と南側にはサトウキビ畑があり，東側と

北側には民家があった．また，東方約20から50腕の所に

小さなバナナ畑が２か所あった．

第２回目の調査地は第１回目の調査地から約500”離

れた地点で，仮茎の高さが約1.0から1.3加で20株あり展

開葉が４から７枚で面積は約180派であった．この圃場

のすぐ近くには約1.5〃の竹林があり，南側にはサトウ

キビ畑と雑木林があって，東方には約50株のバナナ畑が

あった．東方約30から5Ｍ､の間には約15株のバナナ畑が

2）調査結果

第１回目と第２回目の調査結果を図１７と図１８に示し

た．第１回目の(調査では卵期に大きな死亡があり，１令

期にはほとんど死亡はなく，２令期には卵期の死亡率よ

り少ないが他の令期に比べて死亡が多い，３令期から５

令期まではほぼ一定の割合で死亡があり，前踊期は死亡

はなく，蝿期に若干の死亡がみられた（図17)．これは

大竹（1970）が改良したＩ型の生存曲線を示す．この時

の成虫の生存率は324％であった．第２回目の調査では

卵期から１令期に大きな死亡がみられ，それ以後４令期

まではほぼ一定の死亡を示し，５令期にまた，大きな死

亡がみられた．前踊期と踊期の段階に若干の死亡がみら

れた．すなわち，卵期，１令期，５令期において死亡が
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不明，溺死，落下，下明などはそれほどこの個体数には

大きな影響を与えていないことがわかる．また，蝿期で

は病気や寄生バエによる死亡が若干みられた．第２回目

の調査においては１令期における死亡要因は行方不明が

もっとも多い．２令期から４令期にかけての行方不明，

落下，病気，捕食などの死亡要因で，この発育段階では

70.8％の死亡率を示していろ．前踊期では落下，行方不

明による死亡が若干みられ，踊期においては寄生バエ，

病気，不明による死亡がみられた．

多いことがわかる．成虫の生存率は3.3％で，この値は

第１回目に比べて非常に低い（図18)．

次にこのような個体数の死亡の要因を表５と表６に示

す・第１回目の調査では行方不明と未授精が全卵数の

34.5％を占めていろ．未受精の場合，数日経過しても黄

色のまま変化しないで容易に判別できろ．第２回目の調

査では未受精と行方不明は少なく，死どもりが多く，こ

れは卵殻の中で幼虫の形をして死亡していた．第１回目

の調査では１令期から５令期までのうち，２令期の行方

不明をのぞけば，その他の令期の死亡の原因である行方

Ｔａｂｌｅ５ＬｉｆｅｔａｂｌｅｏｆＥγjo"0'czZoγ"sEvansatSashiki，Okinawa．

（FromSep,２６ｔｏＮｏｖ、14,1974）
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(Rainfalandwind?）

6１Larva5

Prepupa 5１

Ｅｊｍγjstaノａｐｏ"ｊｃａ
(Tachinidae）
Disease

7.8

3.9

４
２

Ｐｕｐａ 5１

Adult 4５
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Ｔａｂｌｅ６ＬｉｆｅｔａｂｌｅｏｆＥγｊｏ"orcz／oγzlsEvansatSashiki，Okinawa．

（FromNov、６ｔｏJan、26,1974～1975）

Ｎｏ．dying
duringeach
stage

Ｎｏ．ａｌｉｖｅａｔ

ｂｅｇｉｎｉｎｇｏｆ
ｅａｃｈｓｔａｇｅ

Mortalityof
eachstage

Stage Factorsofmortality

Infertili1y
Unknown

Unhatched

１．３％
０．７

１７．１

２
１
６２

Egg 152

Ｌａｒｖａｌ 123
Unknown 1４．６1８

Ｌａｒｖａ２ Ｕｎｋｎｏｗｎ105 ６．７７

Unknown 2.0２

Larva3 9８

Unknown

FaUing
Failureinmoulting

12.5

10

１．０

２
１
１

１

Larva4 9６

Unknown

Falling
Disease

Predator（Fieldmouse）

5４．９

１５．９

１２

３．７

５
３
１
３

４
１

Larva5 8２

Unknown

Falling
1０．０

１５．０

３
２

５
４
１

Prepupa 2０

ＥｘＭｓｔａノａｐｏ"jca
(Tachinidae）
Disease

Unknown

3３．３

Pupa 1５

2６．７

６．７

Adult ５

５）考察

以上の調査結果から第１回目の生存曲線（図17）では

幼虫期から鋪期にかけてほぼ一定の低い死亡率となって

いろ．これは雨や風および捕食の働きがそれほど大きく

なかったために死亡率が低く，その結果32.4％の高い成

虫生存率を示したと考えられろ．

第２回目の生存曲線（図18）では５令期に風や捕食，

前踊期に風，蝿期に寄生バエや病気の働きが大きかった

ことが3.3％のきわめて低い成虫生存率をもたらしたと

考えられろ（図19)．

捕食に関しては，他のバナナ畑で，l令幼虫がアリに

捕食されたこと，３令幼虫がクモによって捕食されたこ

となどが観察されたことからおそらく，これらの捕食者

によるものと考えられろ．以上のことを卵の発生消長と

あわせて考えろと，７月からは８月にかけての卵の生育

した世代では，生育期間を通じて死亡率はほぼ一定で低

〈，その結果11月の成虫生存率が高くなり，この成虫が

11月中旬の卵の発生のピークをもたらしたのではないか

と考えられる．また発育所要日数から推定して，１１月F'二Ｉ

旬にピークを迎えた卵からふ化，生長した次の世代の成

虫が１月中旬頃から多数みられるはずであるが，実際に

は野外ではわずかしかみられない．それは，第２回目の

調査結果が示すように，秋の卵が冬期間の生育途中でほ

とんど死亡したことによるものと考えられろ．
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Fig.１９Ｍｏｒｔａｌｉｔｙｒａｔｅｆｏｒｔｈｅｌｓｔａｎｄｔｈｅ２ｎdinvestigationofEγjo"ｏｔｃｚ

／oγ"sEvanspopulationthrough8ageintervals．

５）病気

タマゴヤドリバチ科の－種とナガコパチ科の

A"CJSﾉatzls属の１種の産卵から羽化までの日数とブラン

コヤドリバエの蝿期間を表８に示す．

Ｗ天敵の観察

１）観察方法

野外において卵寄生蜂に寄生されたパナナセセリの卵

を持ち帰り，試験管内で羽化させ，蜂蜜と水を与え飼育

した．卵寄生蜂の産卵から羽化までの日数を調べるにあ

たっては，室内で採卵したバナナセセリの卵を使用し，

20°Ｃ，２５°Ｃ，３０°Ｃの定温器で調べた．

ブランコヤドリバエＥｊＷｊＳ/αノａｐｏ"jcaについては

野外で採集したバナナセセリの蝿から出てきた幼虫の蛎

化から羽化までの日数を20°Ｃ，２５°Ｃ，３０°Ｃの定温器で

調べた．

さらに10月と11月に沖縄本島北部で採集した蝿から寄

生（ヤドリバエ）と病気の寄生率と罹病率を調べた．

（表７）．

３）考察

バナナセセリの終令幼虫の個体数のピークは11月中旬

から12月の中旬と思われろ．この時期に寄主植物への被

害は増加し，かなり目立ってくる．従って防除はそれ以

前になされるべきであろう．筆者らの観察した例では，

成虫はバナナ（仙人種，小笠原種）とイトバショウの花

を吸蜜源とする狭食性と思われろ．栽培者はバナナの実

となる雌花の開花後むだ花（雄花）を切り落として実の

肥大をはかるが，このむだ花を切り落とすことを励行す

ることにより，成虫の吸蜜源を断つのも一つの方法で

はなかろうか．それに土着の天敵，ナガコバチ科の

Ａ"ａｓ/ａｍｓ属の－種とタマゴヤドリバチ科の－種も分布

することから，これらの天敵を大量に飼育して放飼する

ことも考えられろ．さらにバナナセセリの生存曲線によ

ると10月と11月の１令，２令，３令の死亡が力〕ずかであ

るために，これらの令期に活躍する天敵の導入も考えら

れろ．ただし土着の天敵の生態系のバランスに支障のな

2）観察結果

今回の調査で発見された天敵は次の５種であった．

1）タマゴヤドリバチ科の一種

2）ナガコバチ科のＡ"αSmtzcs属の一種

3）ヤドリパエ科のブランコヤドリバエ

4）ヤドリバエ科の一種

□ lstinvestigation

2ndinvestigation

;ﾛ自Ｉ 曰 、 Ｐ可 ､自ⅡJLhf
一
）

Ｅ9９ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ L４ L５ Prepupa Pupa
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表７１Wｉに対する寄生と病気

地 名 病 気蝿の個体数 寄生（ヤドリパエ）

金武村中川

宜野座村松田

名護市害蓬

本部町嘉鍔

今帰仁村慧荒
慶佐次

東村川田
宮城

羽地仲尾次

津波
大宜味村根路銘

喜如嘉

半地
佐手

国頭村晉誓鬘
安田
安波

合計

寄生率，罹病率

％
０
７
１
３
０
０
２
９
２
０
１
０
０
３
０
１
０
０
０
０
０
９
７
２
．
５ ％

０
６
２
３
０
０
０
４
２
２
２
１
０
１
１
３
０
０
０
２
０
９
７
２
．
５

４
２
３
２
０
３
２
９
４
６
９
５
７
７
３
３
５
１
８
６
３
２

９
１
１
１
２
０
１

１
５
３
６

２
１

１
５

表８卵寄生蜂とプランコヤドリパエの羽化までの日数

温度’産卵日 羽化日 期間(日）

２５．

３０。

９日１３日

１月21日

９月27日

１月31日

1４

１０

タマゴヤドリバチ科の一種

２月６日

２月６日

２月20日

２月22日

1４

１６

ナガコパチ科のAnastatus属の一種 30。

蝿化日 羽化日 期間

。
。
。

《
ｎ
Ｖ
｜
院
Ｕ
ｎ
叩
〉

、
〃
白
、
夕
日
、
一
Ｊ

１月14日

12月29日

12月30日

２月８日

１月15日

2４

１７
ブランコヤドリパエ
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いものである天敵が望まれろ．ただバナナセセリの幼虫

への農薬散布と成虫の防除のためにバナナの花に接触剤

を散布することは，そこに生息する天敵や捕食者である

クモ，カマキリなどの他にミツバチなどに与える影響も

考えられろ．過去，農薬散布による幣害は新たな害虫を

出現させた．水稲害虫のツマグロヨコパイがそうであっ

た．果樹園のリンゴハマキガ，アカマルカイガラムシな

どの例が示すようにさらに害虫の抵抗性系統も出現し

た．単に害虫が出現したからといってバナナ畑への農薬

散布は慎重を要する．

の一つと思われろ．このようにしてパナナセセリは沖縄

本島に定着したと考えられろ．

バナナセセリを防除するためには，まず生活史をもっ

と詳しく調査するとともに，夏，冬の生命表と年間の卵

の発生消長の調査が必要である．また土着の天敵も分

布していることから，それらを大量に飼育し，バナナセ

セリの個体群を低密度に押えるような放飼適期を見つけ

出すことも大切である．

要約

総括 1）パナナセセリは1974年11月の分布調査で，沖縄本島

全域に拡がったことがわかった．

2）マーキング法の実験によると，成虫の飛翔範囲は半

径20"zから40"で，短い範囲であった．

3）発育所要日数は30°Ｃ，２５°Ｃ，２０°Ｃと温度が低くな

るにつれて長くなり，３０°Ｃ，２５°Ｃではそれほどの差

はないが20゜Ｃにおいては著しく長くなった．

4）卵の発生消長から卵は７月ごろから多くなり10月下

旬から11月中旬に発生のピークを迎えることがわかっ

た．

5）９月から11月にかけての生存曲線では，幼虫期にお

いて雨や風および捕食者，病気の働きが少なく，ほぼ

一定の低い死亡を示し，そのことが32.4％の高い成虫

生存率をもたらす結果となった．１１月から１月にかけ

ての生存曲線から５令期における風や捕食，前踊期の

風，踊期の寄生パエや病気の働きが大きく，そのこと

が3.3％という低い成虫生存率を示すこととなった．

6）卵期の寄生蜂として，タマゴヤドリバチ科

（Trichogrammatidae）の一種，オナガコバチ科

（Eupelmidae）Ａ"czstα/zcs属の一種と，幼虫寄生バ

エとしてはヤドリバエ科（Tachinidae）のＥｊＷｊｓ/α

ノapo"jcaと同じくヤドリバエ科の他の１種，それに

病気が確認された．

パナナセセリは1971年以来沖縄本島に侵入し，現在バ

ナナ，イトバショウ等に大きな被害を与えているが，そ

の生活史，生態についてはあまり詳しく解明されていな

い.そこで筆者らは1974年４月から1975年３月にかけて

この害虫の生活史を詳しく解明するために，生態分布，

成虫の行動，発育所要日数，卵の発生消長，生命表，天

敵の調査等をおこなった．

バナナセセリのふ化直後の幼虫はバナナの葉をはいま

わり，葉縁に達してその部分をほぼ一定の間隔に切り裂

き，葉を巻いて巣をつくり，その部分を摂食する．３令

以後になると夜間に分散し，別の場所で巣を作る．また

摂食は主に夜間におこなわれろ．成虫の活動は夜明け方

と夕方頃で，そのとき吸蜜を行う．本虫は沖縄の気象条

件では年間５世代を繰返すものと推定され，成虫の出現

の多い時期は秋頃であり，マーキングの実験から飛翔範

囲半径20腕から４Ｍと短かく，それにもかかわらずわず

か３年間で沖縄本島全域に分布を拡げた．これは早い世

代交代のためであると思われろ．発育所要日数から推定

すると，温度が高くなるにつれて世代交代が早くなり，

それらの世代の雌成虫によって，５月，６月，７月，８

月に卵の発生が多くなると思われるが，実際には卵の発

生消長の結果からみろとおり，’0月下旬から'１月中旬に

発生が多い．このことは，冬期は病気，捕食者，低温等

によって個体群が減少し，春から夏にかけて温度の上昇

とともに増加するはずであるが，高温と風雨による死亡

が多く回復しきれない．それが秋の好都合な気候と病

気，風雨等による死亡が少ないことによって再び成虫の

出現数を多くし，個体数の回復をはかっていろと思われ

ろ．このようにパナナセセリは冬期から夏期の間は低

く，秋に高い個体群密度を回復するという特徴を持って

いろ．さらに薬剤散布がないことも本虫の個体群が減少

せず，年間を通してある程度の個体群が維持できた原因

参考文献

１．Dyar，Ｈ、Ｇ、１８９０，Thenumberofmoults

ofLepidopterouslarvaePsych，５（175～176）：

420～４２２．

２．深谷昌次・桐谷圭治１９７３総合防除．講談社．

３．日浦勇１９７３海をわたる蝶．蒼樹書房．

４．伊藤嘉昭・宮下和喜・後藤昭１９６０モンシロチ

ョウ個体群の自然死亡率および死亡要因について．応

動昆，４(1)：１～８．



7ilI縄農業第15巻第１．２併芳（1979年）3４

５．伊藤嘉昭１９７２アメリカシロヒトリ（種の歴史

の断面）．中公新書，２～11,94～119.

6．伊藤嘉昭１９７１植物防疫蕪礎講座，生命表(2)．

植物防疫，２５(7)：287～290.

7．伊藤嘉昭・桐谷圭治１９７１動物の数は何できま

るか．日本放送出l坂協会．

８．宮城盛善１９７３Ｅ・torusEvansパナナセセリ

に関する知見と発生由来の検討．1974年度琉球大学農

学部林学科卒業論文．

９．長嶺邦雄１９７３沖縄で大発生したパナナセセリ

について．昆虫と自然，８(2)：５～６．

１０．大竹昭郎１９７０動物生態学（その理論と実際)．

共立全書，９０～105.

11．長田勝・伊藤嘉昭１９７４沖縄県に侵入したモン

シロチョウの個体群動態，１．各世代および春世代．

応動昆，１８(2)：６５～72.

12．蝋山朋雄１９６２個体生態学、，野外における動

物個体群の研究例．生物科学，１４(3)・124～133.

13．鈴木芳人・高木正見・中lll正博１９７４寝場所を

利用したマーキング法によるアゲハの移動．昆虫，４２

（１）：７９～８６．

１４．Southｗｏｏｄ，Ｔ、Ｒ、Ｅ、１９７１Ecological

Method･ChapmanandHall，５７～98.

15．高井昭・伊藤嘉昭・中村和雄・宮下和喜１９６５

マーキング法とすくい取り法によるシマグロヨコバイ

個体数の推定．応動昆，９(1)：５～11.

16．椿宜高１９７３ナミアゲハ個体群の自然死亡率お

よび死亡要因について．日本生態学会誌，２３(5)：２１０

～217.

17．照屋匡・新城安哲・長田勝１９７３バナナ類の新害

虫バナナセセリ．植物防疫，２７(5)：１７～19.

18．渡辺昭二１９５８モンシロチョウの標識放虫試

験．応動昆，２：232～233.



比嘉．宜野座．座喜味：パナナセセリＥγｊｏ"0/αノoγzJsEvansの生態に関する二，三の知見３５

図１終令幼虫
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図２終令幼虫の巻き巣葉（佐敷村）
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図３終令幼虫による被害状況 (北谷村）
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Ｆｉｇ．９Bananafieldusedforlnvestigationofseasonal

occurrenceofeggs（Chinen-son，OkinawaIs.）

Ｆｉｇ．１０Bananafieldusedforinvestigationofseasonal

occurrenceofeggs（Nakagusuku-son，Okinawals.）

Ｆｉｇ．１１Bananafieldusedforinvestigationofseasona］

occurrenceofeggs（Chatan-son，Okinawals.）
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Ｆｉｇ．１５BananafieIdusedforinvestigatioｎｏｆＬｉｆｅ

ｔａｂｌｅ（Sashiki-sonOkinawaIs.）

Ｆｉｇ．１６BananafieldusedforinvestigatioｎｏｆＬｉｆｅ

ｔａｂｌｅ（Sashiki-son，OkinawalF.）


